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学会参加を促した 
保健師現任教育の取り組み 

岩手県立大学看護学部 
地域看護学講座 

 
藤村史穂子，上林美保子,蘇武彩加，岩渕光子， 
松川久美子,大久保牧子,工藤朋子, 三浦まゆみ 

事業開始の経緯 

本学卒業後、岩手県内へ保健師として就職した卒業生を対象に、
平成24年度から卒後教育として学会参加の支援を開始 

保健師・・・行政職＋看護専門職 

  →高度で幅広い力量が求められ、系統的な現任教育のための研修と 
   自己啓発が必要 
  →各種学会は他地域の活動を知ったり、最新の知見が得られる場 

岩手県の保健師は、研修会へは70％以上が参加しているが、学会への参
加は20％弱、発表は5％と少ない（平成21年度当講座調査） 

しかし 

そこで 

研修会は保健師の活動や
事業実施に直結しているた
め参加につながりやすい 

学会参加や発表は業務へ直
結しているようにみえにくいた
め、職場に根付きにくい 

事業について 

• 事業名 

「保健師さんも学会へ参加してみよう」プロジェクト 

 
• 事業概要 

各種公衆衛生関連学会への参加を促し、自己啓発の中の学会 
発表への意識を高めることを目標に、抄録作成や発表にかか 
る指導、経費の一部支援を実施 

• 実施結果 

研究目的：本事業へ参加した卒業生の感想から 
       その効果について検討 

年度 
参加 
人数 

概要 

平成24年度 4名 ・日本公衆衛生学会に4名参加 
・参加したうち2 名が卒業生の集まり
で学会参加での学びを報告 

平成25年度 4名 ・日本公衆衛生学会にて2名が発表、う
ち1名は平成24年度の学会参加者 
・日本公衆衛生看護学会に2名参加 

方法 

• 調査方法・分析方法 

平成24年度、25年度の本事業の報告書として公表されている 
参加者の感想（述べ8名分）の中から、学会へ参加したことでの 
 気 づ き ・ 学 び に 関 す る 記 述 を抽出し、類似した内容で統合した 

 
• 倫理的配慮  

本事業参加者に対し、学会での公表について同意を得た 

結果 

• 参加者概要 

※2年とも参加した者：1人（Ｈ24参加、Ｈ25発表） 
 

•   119コード、22サブカテゴリについて、「業務に関する学びと気 
づき」、「発表に関する学びと気づき」、「保健師としての学びと 
気づき」に分けられた 

性別 
男性 3名 

女性 5名 

保健師経験年数 

1～5年目 4名 
平均6.8（±3.7） 

年 
6～10年目 2名 

11年目以上 2名 

所属 
県庁・県型保健所 3名 

市町村 5名 
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結果～業務に関する学びと気づき～ 

学会での講演・発表から、他地域での取り組 
みを知ったり、新しい知識などを得た 

自己の業務を振り返り、具体 
的な気づきとなった 

学んだ内容を自己に関わる業務に 
照らし合わせ、取り入れ可能か考え 
たが難しい 

学んだ内容を自己に関わる業務に 
照らし合わせ、評価した 

学会での気づ 
きを職場の仲 
間などと共有 
したい 

学会に参加し 
て知った知識・ 
ヒントを今後へ 
活かしたい 

自らの体験から、 
批判的評価によっ 
て保健事業等を運 
営する際の参考に 

なった 

結果～発表に関する学びと気づき～ 

発表を聞いて、活動をまとめ、発表 
する意義・効果を感じた 

今後発表してみたい 

発表は、思っていたより業務のま
とめが多かった 

発表の準備中に、不安 
や戸惑いがあった 

大学等研究機関と企画段階か 
ら活動することで、業務・研究 
発表ともが増えていくと感じた・ 

大学への期待 
今後発表するために必要な 
工夫やポイントを見出した 

発表してみて
もいいかな・・・ 

期待していた示唆が得られない
研究発表もあった 

結果～保健師としての学びと気づき～ 

学会に参加して刺激を受け、 
視野が広がった 

全国的な関心の傾向を知っ 
た 

自己の意識の気づきとなった 

保健師に求められる力を改め 
て考えた 

保健師業務の意義を強く意識 
した 

自身のスキルアップのため、ぜひ多くの卒業 
生の学会へ参加をお勧めする 

今後も学会等に参加し、新たな 
知見を得ていきたい 

学会参加中や各 
種学習会での大学 
の先輩との交流も 
大切にしていきた 

い 

考察～事業に参加しての効果～ 

• 保健事業そのものについての最新の知識を得、事業の発展 
につながる気づきの機会 

• 学会発表の手法や発表する意義・研究的な取り組みを理解す 
る機会・研究と実践活動が連動していることの理解 

• 保健師像の明確化の促進 

 
自己啓発の意欲向上 

保健師全体のスキルアップへの視 
点の獲得 

• 自身のスキルアップだけでなく、他の卒業生や職 
場の保健師などと共にスキルアップ 

意欲・意識向 
上に対しての 
大学の支援 

今後について 
• 保健師の活動基盤に関する基礎調査報告書 

（日本看護協会、2015） 

 過去1年間の学会参加は28.6％で、 

 中でも保健師経験11～15年目が最も低い（23.3％） 
 

 

本学は平成10年に開学し、１期生は保健師経験14年目 
 
 早期から学会参加意欲をもち、継続的に学ぶ姿勢を維持
していくような支援は重要 

 本県の保健師に役立つ卒後教育を今後も支援していく 

学会発表の様子 

↑第72回日本公衆衛生学会→ 
（平成25年10月、三重県） 

↑第45回日本看護学会 

ーヘルスプロモーションー
（平成26年8月、熊本県） 


